
みなさん ，こんばんは。○○です 。

今は真夜中の午前２時。藤城小学校にお邪魔してから ，そろそろ１か月がたちます 。

始業式の日，あのように急な僕のおしゃべりを聞いてくれたみなさんには ，感謝の気持ち

でいっぱいです 。ありがとう 。みなさんから送られてきた一言メッセージには ，僕自身，大

きな勇気をもらいました 。実は ，あのとき話したスーパーマーケットの社長さんに ，思い切

ってみなさんからのメ ッセージを届けたんだ 。社長さん ，長い時間をかけて一枚一枚 ， う

んうん ， と頷きながら ，時折，目頭も押さえながら読みふけっていた 。

先日 ， 社長 さ んか ら ， 「 ○○ さ ん ， こ の小学校の子ど も た ち に ， ぜ ひ伝 え て も ら いた

い ！ 」と ，こんな手紙を託されたんだ 。

京都の藤城小学校のみなさん 。不思議なご縁から ，私へのメ ッセージを受け取りま し

た 。 あ りがと うございます 。 この １か月あま りの間 ，私は ，自分の店から最初の感染者を

出してしまった後悔と ， この先 ，感染が拡がりはしまいかという不安 ， そして何よりも ，人

の目が私を責めているように感じられ，心安まることがありませんでした 。

そ んな と き ， ○○さんからいただいたみなさんの メ ッ セージ 。 そ こには 「謝 らな く てい

い」 とか ， 「やるべきことをやっていたので ，それでいい 。感染はどこにでもあることだ 」 ，

「 悪いのはウイルスであって ，社長さんじ ゃない 」などの言葉があふれていました 。私は

胸がいっぱいになり ，みなさんの文字は涙でかすみました 。顔も知らない ，遠い京都の ，

まだ小さい人たちが ，真剣に私に言葉を書いて送って くれた 。 そのこ とが嬉し く て うれし

く て ． ． ． 。 そ んな中 ，は っ と させられたものがあり ま した 。 「大切なことは人に謝ることで

はないよ」というメ ッセージ 。 この言葉のおかげで ，私の心の霧は晴れました 。よ し ！私が

やるべきこ とは ，今まで通り感染防止対策を黙々とや り続けるこ と 。 そ して ，笑顔でお客

様や従業員に接すること ，人間関係を大切にしていくことだ ，と 。

「 大切なことは人に謝ることではないよ 」 とい う言葉は ，ず っ と部屋の壁に貼っていま

す 。 そ して ， 400枚を超えるみなさんからのメ ッセージも大切に机の引き出しにしま っ て

あります 。

藤城小学校のみなさん ，ほんとうにありがとう 。ありがとうございました 。みなさんのメ

ッセージをいただいてからは ，毎日 ，笑顔でお店に出て頑張ることができています 。地域

に根ざした ，地域のみなさんが笑顔で買い物ができるお店 。人と人とがつながり合う地

域 。 そんな見失いかけていた私の夢を ， も う一度取り戻すことができま した 。 ど う して も

一言お礼の気持ちを伝えたくて ， この手紙を○○さんに託します 。みなさんも ，自分の夢

をあきらめず，前に進んでください 。

とい うお手紙です 。 なんだか僕も力がわいてきたなぁ 。 よ し ， ラジオの仕事 ，頑張り

ます ！ みなさんも ， こんな自分になりたいという夢をあきらめない藤城小学校での生活

を送ってくださいね 。 さようなら 。 また会いましょう 。


